
一
七
三

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て

飯
　
　
　
塚
　
　
　
　
容

は
じ
め
に

曹
禺
（
一
九
一
〇
～
一
九
九
六
）
の
劇
作
は
日
本
と
の
関
係
が
深
い
。
特
に
処
女
作
の
『
雷
雨
』（
一
九
三
三
年
執
筆
、
一
九
三
四
年

発
表
）
は
、
一
九
三
五
年
に
東
京
で
中
国
人
留
学
生
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
上
演
を
契
機
に
一
九
三
六
年
に
早
く
も
日
本
語

訳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
日
本
の
複
数
の
劇
団
が
上
演
し
た
こ
と
、
ま
た
多
く
の
研
究
論
文
が
あ
る
こ
と
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
曹
禺
の
第
二
作
『
日
出
』（
一
九
三
五
年
執
筆
、
一
九
三
六
年
発
表
）
と
日

本
の
関
係
で
あ
る
。
実
は
こ
の
作
品
も
発
表
後
間
も
な
く
、
東
京
で
中
国
人
留
学
生
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
。
翻
訳
は
現
在
ま
で
に
四
種

を
数
え
る
。
日
本
の
劇
団
に
よ
る
上
演
も
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
と
続
い
て
き
た
。『
雷

雨
』
と
同
様
に
研
究
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
は
こ
の
う
ち
、
日
本
に
お
け
る
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
振
り

返
り
、
詳
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。



一
七
四

一　

中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
に
よ
る
上
演
（
一
九
三
七
年
）

日
中
戦
争
の
前
夜
、
一
九
三
五
年
四
月
か
ら
一
九
三
七
年
三
月
ま
で
の
間
に
、
中
国
人
留
学
生
た
ち
は
東
京
で
、
少
な
く
と
も
十
回
の

演
劇
公
演
を
行
っ
た
。
主
と
し
て
三
つ
の
団
体
に
よ
る
も
の
で
、
第
一
回
公
演
で
『
雷
雨
』
を
上
演
し
た
中
華
同
学
新
劇
（
中
華
話
劇
同

好
会
）、
ゴ
ー
ゴ
リ
の
『
検
察
官
』
な
ど
を
上
演
し
た
中
華
戯
劇
座
談
会
、
そ
し
て
『
日
出
』
を
上
演
す
る
こ
と
に
な
る
中
華
国
際
戯
劇

協
進
会
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

こ
の
三
つ
の
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
当
時
欠
か
さ
ず
観
劇
に
出
か
け
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
秋
田
雨
雀
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

東
京
で
組
織
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
劇
団
、「
中
華
同
学
新
劇
」「
中
国マ

マ

国
際
劇マ

マ戯
協
進
会
」
及
び
「
中
華
戯
劇
座
談
会
」
の
リ
パ
ー
ト
リ

イ
を
比
較
し
て
見
る
と
、
最
初
の
「
中
華
同
学
新
劇
」
と
最
後
の
「
中
華
戯
劇
座
談
会
」
と
は
や
や
進
歩
的
な
社
会
観
を
反
映
し
て
居

り
、
中
の
「
国
際
劇マ

マ戯
協
進
会
」
は
中
間
派
即
ち
チ
エ
ホ
フ
的
な
演
劇
方
法
の
上
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
（
（

。

秋
田
雨
雀
は
こ
こ
で
、
三
つ
の
演
劇
団
体
が
鼎
立
し
て
い
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
中
華
同
学
新
劇
と
中

華
戯
劇
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
は
か
な
り
重
複
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
の
中
に
も
、
中
華
戯
劇
座
談
会
の
活
動
に
参
加

し
た
メ
ン
バ
ー
が
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
三
つ
の
団
体
が
統
合
す
る
形
で
中
華
戯
劇
協
会
が
結
成
さ
れ
、
三
回
の
公
演
を
行
っ
て
い
る

が
、
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
は
解
散
し
た
わ
け
で
は
な
く
独
自
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
複
雑
な
動
き
に
つ
い
て
は
、
小

谷
一
郎
の
考
察
が
詳
し
い
（
（
（

。

さ
て
、
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
は
、
中
国
旅
行
劇
団
の
舞
台
美
術
家
だ
っ
た
呉
剣
声
が
国
民
党
政
府
の
意
向
に
よ
り
日
本
に
派
遣
さ

れ
、
日
本
人
顧
問
の
協
力
を
得
て
設
立
し
た
劇
団
だ
っ
た
。
呉
剣
声
お
よ
び
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
直
子
の
詳
細
な
考
察
が
あ



一
七
五

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

る
（
（
（

。
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
の
第
一
回
公
演
は
一
九
三
五
年
十
一
月
六
日
、
七
日
だ
っ
た
。
演
目
は
袁
牧
之
の
「
一
個
女
人
」、
久
米
正
雄

の
「
牧
場
兄
弟
（
牧
場
の
兄
弟
）」（
何
地
客
翻
案
）、
お
よ
び
馬
彦
祥
が
『
水
滸
伝
』
に
基
づ
く
古
典
劇
か
ら
脚
色
し
た
「
打
漁
殺
家
」

で
あ
る
。「
一
個
女
人
」
は
原
題
「
一
個
女
人
和
一
条
狗
」、『
現
代
』
第
二
巻
第
三
期
（
一
九
三
三
年
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
一
幕
劇
で

あ
る
。
警
官
に
捕
ま
っ
た
女
が
巧
み
に
相
手
を
言
い
く
る
め
て
、
革
命
組
織
を
守
る
と
い
う
内
容
の
喜
劇
だ
っ
た
。「
牧
場
の
兄
弟
」
は

当
初
「
牛
乳
屋
の
兄
弟
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
新
思
潮
』
一
九
一
四
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
東
北
の
農
場
を
舞
台
に
、
性
格
の
異

な
る
兄
弟
の
対
立
と
末
路
を
描
く
。
ま
た
、「
打
漁
殺
家
」
は
「
一
個
女
人
和
一
条
狗
」
と
と
も
に
、
中
国
旅
行
劇
団
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
。

こ
の
公
演
に
つ
い
て
、
秋
田
雨
雀
は
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
残
し
て
い
る
。

夜
、
築
地
小
劇
場
に
中
華
国
際
演マ

マ

劇
協
進
会
の
演
劇
を
み
た
。「
一
女
人
と
警
官
」
は
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
っ
た
。
女
優
は
た
い

へ
ん
立
派
な
演
技
者
だ
。
久
米
の
「
牧
場
の
兄
弟
」
は
ま
っ
た
く
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
中

国
の
演
技
者
の
や
る
必
要
は
す
こ
し
も
な
い
。「
水
滸
伝
」
の
一
節
「
打
漁
殺
家
」
は
支
那
農
民
の
最
初
の
反
抗
心
を
描
い
た
も
の

で
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
。
こ
の
劇
団
は
リ
パ
ー
ト
リ
ー
を
誤
っ
て
い
る
が
、
技
術
的
に
は
す
ぐ
れ
て
い
る
（
（
（

。

当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
秋
田
雨
雀
が
褒
め
た
「
一
個
女
人
」
の
女
優
は
萍
兎
で
あ
る
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。「
牧
場

の
兄
弟
」
に
つ
い
て
、
秋
田
雨
雀
は
か
な
り
否
定
的
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
原
題
の
ま
ま
、
一
九
一
四
年
に
美
術
劇
場
が
新
時
代
劇
協
会

と
の
合
同
公
演
で
上
演
し
た
。
改
題
後
は
、
一
九
二
一
年
に
新
派
の
新
劇
座
も
上
演
し
て
い
る
。
秋
田
雨
雀
は
美
術
劇
場
時
代
に
、
こ
の

劇
の
上
演
に
関
わ
っ
た
。
小
谷
一
郎
の
考
察
に
よ
る
と
、
こ
の
演
目
が
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
の
旗
揚
げ
公
演
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
中
国

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
上
演
さ
れ
た
の
に
は
裏
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
日
支
親
善
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
中
国
で
上
演
し
よ
う
と
い
う
狙

い
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
う
い
う
動
き
に
秋
田
雨
雀
は
気
づ
き
、
不
満
を
漏
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



一
七
六

第
二
回
公
演
は
一
九
三
六
年
四
月
十
八
日
、
十
九
日
、
や
は
り
築
地
小
劇
場
で
「
月
亮
上
昇
（
月
の
出
）」、「
嬰
児
殺
戮
（
嬰
児
殺

し
）」、「
夜
明
（
夜
明
け
）」
の
三
本
が
上
演
さ
れ
た
。「
月
の
出
」
の
原
作
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
に
よ
る
一

幕
劇
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
呂
復
、
舒
強
、
何
茵
が
「
三
江
好
」
と
改
題
し
て
翻
案
、
抗
日
演
劇
の
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
た
。「
嬰
児

殺
し
」
は
山
本
有
三
の
一
幕
劇
で
、
一
九
二
一
年
に
有
楽
座
が
初
演
し
た
。
貧
し
さ
ゆ
え
に
赤
ん
坊
を
殺
し
た
女
性
労
働
者
を
描
く
社
会

問
題
劇
だ
っ
た
。「
夜
明
け
」
は
陳
斐
琴
に
よ
る
創
作
劇
。
中
国
南
方
の
農
家
の
一
家
の
悲
惨
な
生
活
を
描
い
て
い
る
。

さ
て
、
小
谷
論
文
、
鈴
木
論
文
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
第
二
回
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
第
三
回
公
演
の
予
告
と
し
て
、
海
爾
曼
（
ハ

イ
エ
ル
マ
ン
ス
）
作
、
何
地
客
訳
の
「
猶
太
街
（
ユ
ダ
ヤ
人
街
）」（
三
幕
）
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
上
演
さ
れ
た
形
跡

が
な
い
。
一
九
三
七
年
一
月
に
中
国
留
日
劇
人
協
会
が
上
演
し
た
イ
プ
セ
ン
の
「
ノ
ラ
（
人
形
の
家
）」
で
、
呉
剣
声
が
舞
台
装
置
を
担

当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鈴
木
論
文
は
「
中
国
留
日
劇
人
協
会
は
、
恐
ら
く
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
が
名
義
を
変
更
し
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
別
組
織
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
杜
宣
の
回
想
（
（
（

な
ど
に
よ
る
と
、
む
し
ろ
中
華
戯
劇
協
会
が
名
義

変
更
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
の
第
三
回
公
演
が
『
日
出
』
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
折

り
た
た
み
で
計
八
頁
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
一
頁
目
は
表
紙
に
当
た
り
、
以
下
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

中
華
国
際
戯
劇
協
進
会

第
三
回
公
演

曹
禺
作　

日
出　

四
幕

場
所　

東
京　

神
田　

一
橋
講
堂

日
時　

三
月
十
九
至
二
十
一
日　

毎
夕
六
時
開
演

前
台
主
任　

何
地
客

交
際　

江
右
書



一
七
七

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

経
営　

王
静
文　

李
庭
貞

招
待　

何
鏡　

陳
立
坤　

李
松
年　

徐
甚
勁

検
票　

影
痕　

陳
克
寧　

李
一
木　

張
剣
英

前
台
は
後
台
（
楽
屋
）
に
対
し
て
劇
場
の
表
、
観
客
の
接
待
に
当
た
る
人
た
ち
、
案
内
係
や
チ
ケ
ッ
ト
係
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

二
頁
目
は
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
の
一
覧
。
こ
の
頁
は
、
ほ
と
ん
ど
が
日
本
語
表
記
で
あ
る
。

演
出　
　
　

呉
剣
声　

李
家
辛　

趙
文
元　

呉
懐
斌

装
置　
　
　

呉
剣
声

舞
台
監
督　

林
一
屏　

卜
少
夫

照
明　
　
　

天
草
嘉　

陳
沛
徳

効
果　
　
　

趙
文
元　

李
家
辛

化
装　
　
　

若
平　

陽
太
陽

衣
装　
　
　

張
其　

梁
氷
如

小
道
具　
　

金
声　

徐
甚
勁

後
台
幹
事　

周
大
白　

高
復

　

時
間　

早
春

第
一
幕　

某
旅
館
の
休
憩
室

─
朝
五
時

第
二
幕　

第
一
幕
と
同
じ

─
同
日
晩
五
時

第
三
幕　

三
等
女
郎
屋

─
一
週
間
後
晩
十
一
時



一
七
八

第
四
幕　

第
一
幕
と
同
じ

─
翌
日
朝
四
時
頃

配
役

陳
白
露　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鳳
子

方
達
生
（
陳
の
以
前
の
友
達
）　

許
明

張
潮マ

マ

治
（
留
学
生
）　　
　
　
　

高
夢
文

王
福
升
（
ホ
テ
ル
の
下
男
）　　

逸
肖

潘
月
亭
（
銀
行
経
理
）　　
　
　

夢
伝

李
石
清
（
銀
行
秘
書
）　　
　
　

平
明

李
太
々
（
其
の
妻
）　　
　
　
　

盧
慈
定

顧
八
奶
々
（
未
亡
人
）　　
　
　

夢
々

黄
省
三
（
銀
行
の
小
職
員
）　　

魏
氷

黒
三
（
よ
た
も
の
）　　
　
　
　

劉
爽

胡
四
（
無
職
者
）　　
　
　
　
　

夢
生

小
東
西
（
女
の
子
）　　
　
　
　

映
影

男
丙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

復
光

翠
喜
（
三
等
遊
女
）　　
　
　
　

夢
玉

小
順
子
（
遊
女
屋
の
牛
太
郎
）　

徐
夢
麟

報
販　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
井
清

報
販
（
新
聞
売
り
）
の
石
井
清
は
日
本
人
か
も
し
れ
な
い
。



一
七
九

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

三
頁
目
は
中
文
説
明
、
四
頁
目
は
日
文
説
明
で
、
以
下
は
幕
ご
と
の
あ
ら
す
じ
紹
介
（
日
本
語
）
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
日
文
説
明
の

部
分
を
引
用
し
て
お
く
（
少
々
た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
だ
が
、
基
本
的
に
マ
マ
と
し
、
明
ら
か
な
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
だ
け
文
字
を

補
っ
た
）。本

劇
の
主
人
公
は
太
陽
の
見
え
な
い
畸
形
的
な
生
活
の
ド
ン
底
で
苦
闘
し
て
、
結
果
自
殺
で
現
実
を
逃
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
可
哀
相
な
イ
（
ン
）
テ
リ
型
の
娘
陳
白
露
で
あ
る
。
白
露
は
高
等
学
校
の
出
身
で
社
交
界
の
明
星
と
歌
わ
れ
て
、
相
当
に
人

気
を
得
た
が
、
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
家
が
だ
ん
だ
ん
貧
乏
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
彼
女
は
新
し
き
生
活
に
追
及
し
よ
う
と
し
て

唯
一
人
で
田
舎
を
離
れ
て
大
都
市
へ
来
た
。
だ
け
れ
ど
、
美
し
い
青
春
の
夢
に
憧
憬
し
な
が
ら
偉
大
な
青
春
の
力
を
持
っ
て
い
な
い

彼
女
は
到
底
新
し
き
生
活
の
見
込
が
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
遂
に
、
女
性
の
最
も
恥
づ
べ
き
堕
落
な
生
活
に
落
ち
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
今
は
彼
女
の
暮
し
て
い
る
の
は
ダ
ン
ス
ガ
ー
ル
で
も
な
く
、
遊
女
で
も
な
く
、
又
妾
で
も
な
い
畸
形
な
生
活
で
あ

る
。
高
等
ホ
テ
ル
で
四
間
部
屋
も
持
ち
、
各
種
類
の
人
々
と
交
際
し
て
い
る
。
彼
女
の
処
に
往
来
し
て
い
る
の
は
、
銀
行
の
頭
取
も

あ
り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
あ
り
、
金
持
の
子
息
も
あ
り
、
新
聞
記
者
も
あ
り
未
亡
人
も
あ
り
、
よ
た
も
の
も
あ
る
。
生
活
の
為
め
、

「
ど
ん
な
種
類
の
人
で
も
歓
迎
す
る
」
と
彼
女
が
云
う
が
最
も
歓
迎
さ
れ
る
の
に
は
某
銀
行
の
総
経
理
潘
月
亭
と
云
う
人
が
あ
る
。

勿
論
彼
女
の
贅
沢
な
生
活
の
費
用
が
皆
潘
月
亭
か
ら
供
給
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
市
面
の
不
景
気
で
潘
月
亭
の
銀
行

は
倒
閉
し
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
供
給
が
無
く
な
っ
て
、
贅
沢
な
生
活
に
馴
れ
た
彼
女
も
苦
し
み
に
堪
え
ず
に
自
殺
し
た
。

元
来
、
彼
女
が
田
舎
に
居
た
時
に
は
方
達
生
と
云
う
仲
の
好
（
い
）
男
の
友
人
が
あ
る
。
方
達
生
は
、
彼
女
の
堕
落
な
生
活
を
し

て
い
る
こ
と
を
聴
い
た
か
ら
、
同
情
の
火
が
心
で
燃
え
て
、
彼
女
を
救
お
う
と
思
っ
て
態
々
遠
く
の
田
舎
か
ら
尋
ね
に
や
っ
て
来

た
、
だ
が
方
は
彼
女
に
対
し
て
終
に
失
望
に
な
っ
た
、
そ
し
て
方
は
、
一
人
の
友
達
を
救
お
う
と
す
る
小
（
さ
）
い
工
作
を
放
棄
し

て
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
友
達
を
救
お
う
と
す
る
大
（
き
）
な
工
作
に
努
力
す
る
に
行
っ
た
。

こ
の
公
演
で
特
筆
す
べ
き
は
、
主
演
の
陳
白
露
役
に
上
海
か
ら
鳳
子
（
一
九
一
二
～
一
九
九
六
）
を
招
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
鳳
子
の
本



一
八
〇

名
は
封
季
壬
、
上
海
の
復
旦
大
学
を
卒
業
。
復
旦
劇
社
時
代
に
『
雷
雨
』
の
四
鳳
役
を
つ
と
め
た
あ
と
、
卒
業
生
た
ち
と
戯
劇
工
作
社
を

組
織
し
て
『
日
出
』
を
上
演
し
、
陳
白
露
を
演
じ
た
。
そ
の
実
績
を
買
わ
れ
て
、
日
本
で
の
『
日
出
』
公
演
に
招
か
れ
た
の
だ
っ
た
。

四
十
四
年
後
、
一
九
八
一
年
三
月
に
再
び
来
日
し
た
鳳
子
は
、
当
時
ま
だ
残
っ
て
い
た
一
橋
講
堂
を
訪
れ
、「
重
訪
〝
一
橋
講
堂
〟」
と

い
う
文
章
を
書
い
た
（
（
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
東
京
で
の
『
日
出
』
公
演
の
経
緯
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
三
六
年
冬
、
上
海
で
復
旦
大
学
の
卒
業
生
た
ち
が
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
「
戯
劇
工
作
社
」
を
組
織
し
、『
日
出
』
を
上
演
し

た
。
同
級
生
の
厳
興
坤
は
劇
団
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
彼
女
の
夫
の
林
一
屏
は
復
旦
大
学
中
文
系
で
私
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
彼
は
一

年
後
、
日
本
へ
渡
っ
た
。
林
一
屏
は
「
中
華
留
東
同
学
会
新
劇
協
会
」
を
代
表
し
て
手
紙
を
寄
越
し
、
私
に
東
京
に
来
て
『
日
出
』

の
上
演
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。「
九
一
八
」（
満
州
事
変
）、「
一
二
八
」（
上
海
事
変
）
以
来
、
日
中
関
係
は
緊
張
状
態
に

あ
っ
た
が
、
私
は
異
国
に
好
奇
心
を
感
じ
て
、
こ
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

『
日
出
』
上
演
に
参
加
し
た
俳
優
は
み
な
中
国
人
留
学
生
だ
っ
た
が
、
演
技
の
水
準
は
驚
く
ほ
ど
高
か
っ
た
。
特
に
、
翠
喜
を
演

じ
た
尹
孟
珏
の
演
技
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
鳳
子
来
日
の
仲
介
役
が
舞
台
監
督
を
つ
と
め
た
林
一
屏
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
翠
喜
役
の
夢
玉
の
本
名
が

尹
孟
珏
だ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
中
華
留
東
同
学
会
新
劇
協
会
」
と
い
う
の
は
記
憶
違
い
か
。
鳳
子
自
身
、
別
の
回
想
文
で

は
「
国
際
戯
劇
協
進
会
」
と
し
て
い
る
（
（
（

。

も
う
一
つ
、
こ
の
公
演
が
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
第
三
幕
を
含
め
た
完
全
版
と
し
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
戯
劇
工
作

社
に
よ
る
公
演
は
、『
日
出
』
の
国
内
初
演
だ
っ
た
が
、
原
作
の
第
三
幕
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
理
由
は
全
体
が
長
す
ぎ
て
、
そ
の
ま
ま
上

演
す
る
と
五
時
間
以
上
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
第
三
幕
だ
け
が
北
方
の
女
郎
屋
と
い
う
設
定
で
、
舞
台
上
に
そ
の
雰
囲
気
を
再
現

す
る
の
が
難
し
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
曹
禺
は
自
分
の
作
品
が
こ
の
よ
う
な
形
で
初
演
さ
れ
た
こ
と
を
大
変
遺
憾
に
思
い
、「
第
三
幕
を

削
れ
ば
一
幕
劇
に
な
る
」
と
い
う
考
え
方
に
強
く
抗
議
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
完
全
版
が
初
め
て
日
本
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
の
意
義



一
八
一

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

は
大
き
い
。

『
日
出
』
の
上
演
を
見
た
秋
田
雨
雀
は
、「
日
記
」
に
次
の
よ
う
な
感
想
を
記
し
た
。

夜
、
六
時
か
ら
一
橋
講
堂
で
曹
禹マ

マ

の
「
日
出
」（
中
華
国
際
戯
劇
協マ

マ会
）
を
み
た
。（
三
月
二
十
日
）

昨
日
み
た
国
際
戯
劇
協マ

マ会
の
凰マ
マ

子
と
い
う
女
優
は
立
派
な
役
者
だ
っ
た
。
あ
れ
だ
け
の
女
優
は
日
本
に
は
ち
ょ
っ
と
な
い
。（
三

月
二
十
一
日
）

ま
た
、
秋
田
雨
雀
は
「
東
京
で
演
ぜ
ら
れ
た
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
演
劇
」
（
（1
（

の
中
で
も
、『
日
出
』
公
演
を
取
り
上
げ
、
鳳
子

の
演
技
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

時
局
の
影
響
に
よ
り
、
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
留
学
生
た
ち
の
演
劇
活
動
自
体
が
、
こ
の
『
日
出
』
公
演
を

も
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
た
。

二　

劇
団
稲
の
会
に
よ
る
上
演
（
一
九
五
八
年
）

日
本
語
に
よ
る
『
日
の
出
』
の
初
演
は
一
九
五
八
年
、
劇
団
稲
の
会
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
劇
団
稲
の
会
は
一
九
五
四
年
九
月
に
結
成

さ
れ
た
。
木
下
順
二
作
『
赤
い
陣
羽
織
』、
藤
森
成
吉
作
『
若
き
啄
木
』、
小
林
多
喜
二
作
『
蟹
工
船
』、
夏
目
漱
石
作
『
坊
ち
ゃ
ん
』
な

ど
を
上
演
し
た
ほ
か
、
曹
禺
作
品
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、『
雷
雨
』（
一
九
五
七
年
）、『
日
の
出
』（
一
九
五
八
年
）、『
原
野
』（
一
九
五

九
年
）
の
三
作
を
舞
台
に
上
げ
て
い
る
。『
北
京
人
』
の
上
演
も
予
告
さ
れ
て
い
た
が
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、『
雷

雨
』
は
一
九
六
三
年
、『
日
の
出
』
は
一
九
六
七
年
に
再
演
さ
れ
て
い
る
。

『
日
の
出
』
の
初
演
は
劇
団
稲
の
会
の
第
八
回
公
演
と
し
て
、
一
九
五
八
年
の
十
月
二
十
八
日
、
本
郷
公
会
堂
で
幕
を
開
け
た
。
翌
二

十
九
日
は
船
橋
・
中
央
公
民
館
、
三
十
一
日
は
浦
和
・
埼
玉
会
館
、
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
は
国
鉄
ホ
ー
ル
と
公
演
場
所
を
移
し
て
い



一
八
二

る
。
全
十
六
頁
か
ら
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
二
頁
に
掲
げ
る
ス
タ
ッ
フ
と
キ
ャ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ

作　
　
　
　
　
　

曹
禺

訳　
　
　
　
　
　

梁
夢
廻

演
出　
　
　
　
　

関
口
潤

演
出
助
手　
　
　

田
島
八
郎

装
置　
　
　
　
　

松
下
朗

照
明　
　
　
　
　

篠
原
久

効
果　
　
　
　
　

中
里
佑

衣
裳　
　
　
　
　

阿
部
春
美

舞
台
監
督　
　
　

佐
田
一
美

舞
台
監
督
助
手　

青
木
力
弥

制
作　
　
　
　
　

真
壁
毅
多

制
作
助
手　
　
　

井
原
汎　

石
田
彰
之　

井
原
ふ
み
子　

中
原
千
瑳　

栄
子
喜
代
子

キ
ャ
ス
ト

陳
白
露　
（
竹
均
、
ル
ル
）　　
　

 

山
田
幸
子

方
達
生　
（
二
爺
）
昔
の
恋
人　
　

島
谷
嗣
男

張
喬
治　

留
学
生　
　
　
　
　
　

 

重
森
孝

王
福
升　

ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ　
　

 

三
波
誠
也



一
八
三

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

潘
月
亭　

銀
行
の
頭
取　
　
　
　

 

中
村
次
朗

顧
八
奶
奶　

金
持
ち
の
未
亡
人　

 

根
本
敏
子

李
石
清　

銀
行
の
秘
書　
　
　
　

 

越
後
六
朗

李
太
太　
（
素
貞
）
李
石
清
の
妻　

藤
田
晶
子

黄
省
三　

銀
行
の
書
記　
　
　
　

 

彰
大
介

黒
三　

愚
連
隊　
　
　
　
　
　
　

 

宮
国
勝

胡
四　

顧
八
奶
奶
の
燕　
　
　
　

 

納
谷
悟
朗

小
東
西　
（
小
翠
）
交
互
出
演　
　

成
瀨
麗
子　

名
雪
美
智
子

翠
喜　

老
妓　
　
　
　
　
　
　
　

 
永
沢
玲
子

小
順
子　

妓
丁　
　
　
　
　
　
　

 
頼
高
久
夫

劉
少マ

マ

姐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
沼
田
恭
枝

老
三　

黒
三
の
仲
間　
　
　
　
　

 

島
田
和
心

男　

黒
三
の
仲
間　
　
　
　
　
　

 

斎
藤
和
夫

パ
ン
フ
の
三
頁
に
は
「
こ
う
が
い
」、
四
頁
に
は
李
子
明
と
真
壁
毅
多
に
よ
る
「
曹
禺
の
人
と
作
品
」
の
紹
介
が
あ
る
。
五
頁
は
「
演

出
者
覚
え
書
」、
関
口
潤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
度
の
『
日
の
出
』
は
昨
年
の
『
雷
雨
』
に
続
い
て
、
稲
の
会
で
は
二
度
目
の
中
国
劇
の
上
演
で
あ
る
。

前
回
の
『
雷
雨
』
は
、
そ
の
当
時
の
中
国
の
、
民
族
の
根
底
に
あ
っ
た
問
題

─
つ
ま
り
、
二
十
世
紀
に
と
り
残
さ
れ
た
古
い
文

明
国
に
、
根
強
く
残
る
封
建
制
の
病
根
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
反
撥
し
て
脱
け
出
そ
う
と
す
る
若
い
人
達
を
、
死
に
追
い
こ
ん
で
し
ま

う
と
い
う
悲
劇
的
な
主
題
を
、
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
日
の
出
』
は
も
う
一
歩
前
進
し
た
形
で
、
現
実
と
未
来
、
生
と



一
八
四

死
、
そ
し
て
没
落
し
て
行
く
社
会
と
、
抬
頭
し
て
行
く
階
層
と
を
は
っ
き
り
対
比
さ
せ
て
い
る
。

昇
り
始
め
た
太
陽
に
向
っ
て
歩
き
は
じ
め
る
人
々
、
太
陽
の
う
し
ろ
に
残
る
暗
闇
の
中
か
ら
、
力
一
杯
手
を
さ
し
の
べ
な
が
ら

も
、
そ
の
暗
黒
に
、
の
ま
れ
て
行
く
人
々
、
さ
ら
に
、
背
徳
と
搾
取
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
人
々
が
、
生
れ
で
る
太
陽
の
前
に
消
え

て
行
く
姿
、
そ
う
い
う
人
間
像
が
こ
の
舞
台
に
登
場
し
て
来
る
が
、
そ
れ
は
作
者
の
曹
禺
を
始
め
、
そ
の
当
時
の
中
国
の
人
々
が
悩

み
続
け
、
考
え
続
け
、
そ
し
て
の
り
越
え
て
来
た
姿
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
戯
曲
の
舞
台
で
あ
る
、
四
半
世
紀
前
の
、
植
民
地
化
さ
れ
た
国
際
都
市
上
海
と
、
現
在
の
東
京
と
を
比
べ
る
と
、
余
り
に
も

そ
の
生
態
が
似
か
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
反
帝
抗
日
の
戦
の
中
で
曹
禺
は
南
京
か
ら
武
漢
へ
、
さ
ら
に
奥
地
へ
と
演
劇

運
動
の
中
心
に
立
ち
な
が
ら
馳
け
め
ぐ
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
間
彼
の
『
蛻
変
』『
雷
雨
』『
日
の
出
』
は
上
演
を
続
け
、
そ
れ

ま
で
主
に
イ
ン
テ
リ
層
の
支
持
を
う
け
て
い
た
彼
の
作
品
が
、
極
度
に
困
難
な
諸
条
件
を
し
い
ら
れ
た
中
で
、
か
え
っ
て
逆
に
広
範

な
民
衆
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
作
品
が
単
な
る
技
巧
と
い
う
も
の
の
中
に
埋
没
し
え
な
い

強
烈
な
民
族
意
識
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
私
達
の
現
在
の
環
境
と
の
間
に
共
通
の
も
の

を
さ
え
感
じ
さ
せ
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
〇
年
代
の
雰
囲
気
を
反
映
し
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
当
時
の
演
劇
人
を
含
む
日
本
の
イ
ン
テ
リ
層
は
中
国
へ
の
関
心
が
強
く
、

数
多
く
の
文
芸
作
品
が
翻
訳
さ
れ
、
中
国
劇
の
舞
台
上
演
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、『
日
の
出
』
の
舞
台
と
な
る
都
市
の
モ
デ

ル
は
、
曹
禺
が
生
ま
れ
育
っ
た
天
津
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
上
海
と
誤
解
し
た
読
者
や
観
客
は
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
曹
禺
は

日
中
戦
争
中
、
国
立
戯
劇
学
校
の
疎
開
に
伴
っ
て
南
京
か
ら
長
沙
を
経
て
重
慶
お
よ
び
江
安
へ
移
動
、
武
漢
に
は
二
週
間
滞
在
し
た
の
み

で
あ
る
。

パ
ン
フ
の
六
頁
と
七
頁
に
は
、『
雷
雨
』
の
翻
訳
者
で
当
時
は
朝
日
新
聞
東
京
本
社
学
芸
部
長
だ
っ
た
影
山
三
郎
、
日
中
友
好
協
会
常

任
理
事
で
翻
訳
家
の
島
田
政
雄
、『
日
の
出
』
を
翻
訳
し
た
梁
夢
廻
ら
の
文
章
、
八
頁
と
九
頁
に
は
北
京
人
民
芸
術
劇
院
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
と
い
う
『
日
の
出
』
の
舞
台
写
真
、
十
頁
か
ら
十
五
頁
に
は
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
た
ち
の
短
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。



一
八
五

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

そ
し
て
最
後
の
十
六
頁
に
は
、
制
作
担
当
の
真
壁
毅
多
の
「
後
書
き
」
が
あ
る
。
真
壁
毅
多
の
本
名
は
植
竹
実
、「
電
通
」
勤
務
の
か

た
わ
ら
稲
の
会
の
活
動
に
協
力
し
て
き
た
が
、
こ
の
年
か
ら
正
式
に
劇
団
に
加
入
し
、
経
営
面
の
す
べ
て
を
任
さ
れ
て
い
た
。
中
国
育
ち

で
中
国
語
が
堪
能
、
戦
後
は
舞
踊
界
で
活
躍
し
た
ら
し
い
。
真
壁
の
存
在
に
よ
っ
て
、
稲
の
会
は
活
性
化
す
る
と
同
時
に
、
中
国
劇
の
上

演
に
有
利
な
条
件
を
備
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
稲
の
会
は
翌
年
、
創
立
五
周
年
の
第
十
回
公
演
で
『
原
野
』
を
上
演
、
曹
禺
の
初
期
三
部
作
を
す
べ
て
上
演
す
る
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
で
演
出
を
つ
と
め
て
い
た
関
口
潤
が
一
九
六
〇
年
に
東
京
芸
術
座
に
移
籍
、
稲

の
会
は
一
九
七
〇
年
に
解
散
し
た
。

三　

劇
団
民
芸
に
よ
る
上
演
（
一
九
八
一
年
）

一
九
四
七
年
創
立
の
劇
団
民
芸
は
、
俳
優
座
、
文
学
座
と
と
も
に
「
三
大
新
劇
団
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
の
老
舗
劇
団
が
曹
禺
の

『
日
の
出
』
を
上
演
し
た
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

劇
団
民
芸
に
よ
る
『
日
の
出
』
は
一
九
八
一
年
、
十
一
月
十
九
日
に
岐
阜
市
で
幕
を
開
け
、
東
海
・
北
陸
地
方
で
の
公
演
の
あ
と
、
東

京
公
演
が
十
二
月
九
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
三
越
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
翌
年
三
月
に
は
、
大
阪
厚
生
年
金
中

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
京
都
、
神
戸
で
も
公
演
を
続
け
て
い
る
。
計
五
十
ス
テ
ー
ジ
に
達
し
、
日
本
に
お
け
る
曹
禺
作
品
の
上
演
と
し
て
は
最

大
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
公
演
の
最
大
の
功
労
者
は
、
演
出
の
内
山
鶉
（
一
九
三
四
～
二
〇
一
五
）
だ
ろ
う
。
内
山
は
一
九
六
三
年
に
劇
団
民
芸
に
入
り
、

木
下
順
二
の
『
巨
匠
』『
子
午
線
の
祀
り
』、
三
好
十
郎
の
『
炎
の
人
』、
久
保
栄
の
『
火
山
灰
地
』
な
ど
の
演
出
で
知
ら
れ
て
い
る
。
魯

迅
と
深
い
親
交
を
結
ん
だ
内
山
完
造
の
甥
と
い
う
出
自
か
ら
、
中
国
演
劇
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た
。『
日
の
出
』
上
演
に
当
た
っ
て

台
本
を
翻
訳
し
た
あ
と
も
、『
雷
雨
』
の
新
訳
と
『
北
京
人
』
の
新
訳
も
発
表
し
て
上
演
の
機
会
を
探
っ
て
い
た
が
、『
日
の
出
』
以
外
は

実
現
に
至
ら
ず
、
心
残
り
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。



一
八
六

内
山
訳
の
『
日
の
出
』
は
、『
悲
劇
喜
劇
』
一
九
八
二
年
の
一
月
号
と
二
月
号
に
連
載
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
上
演
台
本
は
「
こ
れ
を
ほ

ぼ
二
分
の
一
の
量
に
圧
縮
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
の
作
業
の
経
緯
に
つ
い
て
、
内
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

全
幕
を
翻
訳
し
お
え
て
か
ら
、
す
べ
て
の
せ
り
ふ
か
ら
説
明
的
な
部
分
を
削
除
し
、
舞
台
構
成
を
考
え
な
が
ら
全
篇
を
圧
縮
し

た
。
筋
の
一
部
を
、
あ
る
い
は
人
物
を
そ
っ
く
り
カ
ッ
ト
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
し
て
も
い
な
い
。
そ
し
て
台
本
を
つ
く
り
、
け
い

こ
を
は
じ
め
て
み
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
カ
ッ
ト
し
た
つ
も
り
で
も
ま
だ
正
味
三
時
間
か
か
る
。
結
局
、
初
日
ま
で
に
さ
ら
に
半
時
間
分

の
カ
ッ
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
作
品
の
内
容
、
精
神
を
ゆ
が
め
て
は
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
（
（1
（

。

こ
の
公
演
で
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
主
演
の
陳
白
露
役
に
劇
団
外
か
ら
真
野
響
子
を
招
い
た
こ
と
で
あ
る
。
真
野
は
役
作
り
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

初
め
て
「
日
の
出
」
の
台
本
を
い
た
だ
い
て
読
ん
だ
と
き
、
こ
の
作
品
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
て
、
こ
れ
な
ら
私
に
で
き
そ
う

だ
、
と
思
い
ま
し
た
。
異
和
感
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
お
け
い
こ
が
始
ま
る
と
、
そ
う
簡
単
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
特
に
、
主
人
公
・
陳
白
露
の
も
つ
二
面
性
が
に
じ
み
出
る
よ
う
に
、
精
神
的
に
役
作
り
を
す
す
め
て
ゆ
く
段
階
で
、
と

て
も
苦
し
み
ま
し
た
。（
中
略
）

陳
白
露
の
役
が
決
ま
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
、
三
月
に
、
日
中
文
化
交
流
協
会
の
招
き
で
中
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
代
表
団
の
一
員

と
し
て
、
四
十
四
年
ぶ
り
に
来
日
さ
れ
た
と
い
う
鳳
子
さ
ん
に
、
い
ろ
い
ろ
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
、
内
山
鶉
先
生
と
と

も
に
宿
舎
の
帝
国
ホ
テ
ル
へ
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

私
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
お
会
い
し
た
わ
け
で
す
が
、
お
会
い
す
る
前
に
、
鳳
子
さ
ん
と
言
え
ば
、
中
国
話
劇
界
の
大
先
輩
の
一
人

で
、
四
十
四
年
前
に
、
当
時
日
本
で
活
動
し
て
い
た
中
国
人
留
学
生
の
演
劇
グ
ル
ー
プ
が
、
東
京
で
「
日
の
出
」
を
上
演
し
た
と

き
、
白
露
役
と
し
て
特
に
上
海
か
ら
参
加
さ
れ
た
か
た
だ
、
と
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。
得
が
た
い
機
会
で
し
た
。



一
八
七

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

鳳
子
さ
ん
は
、
と
て
も
素
敵
な
か
た
で
し
た
。
柔
和
な
表
情
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
年
輪
、
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
、

は
つ
ら
つ
と
し
て
い
る
。
一
人
の
女
性
像
に
た
い
へ
ん
感
動
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
鳳
子
さ
ん
の
お
話
し
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
き
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー
が
豊
か
な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
今
回
の
演
技

の
中
で
こ
の
点
、
工
夫
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
（1
（

。

真
野
は
鳳
子
と
面
談
し
た
こ
と
で
、
陳
白
露
を
演
じ
る
自
信
を
取
り
戻
し
た
よ
う
だ
。
偶
然
と
は
言
え
、
鳳
子
の
来
日
は
ま
さ
に
絶
妙

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

さ
て
、
原
作
者
の
曹
禺
は
劇
団
民
芸
の
『
日
の
出
』
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
巻
頭
に
「
作
者
の
こ
と
ば
」
を
寄
せ
て
い
る
。

二
カ
月
ま
え
、
内
山
鶉
さ
ん
が
北
京
人
民
芸
術
劇
院
を
訪
問
、
こ
の
劇
団
と
そ
の
「
日
の
出
」
の
舞
台
を
参
考
に
と
、
中
国
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
内
山
さ
ん
は
五
昼
夜
休
み
な
く
動
き
ま
わ
っ
て
、
劇
団
の
芸
術
家
た
ち
と
執
拗
に
語
り
あ
い
、
心
か
ら
の
親
交
を
結

ば
れ
ま
し
た
。
北
京
人
民
芸
術
劇
院
の
友
人
た
ち
に
よ
る
と
、
内
山
さ
ん
は
日
本
の
観
客
の
ま
え
に
、
過
去
の
中
国
社
会
を
生
き
生

き
と
く
り
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
、
た
い
へ
ん
努
力
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
刻
苦
研
鑽
の
精
神
に
、
み
ん
な
感
服
し
て
い
ま
し
た
。

内
山
鶉
さ
ん
は
帰
国
さ
れ
る
ま
え
、
わ
ざ
わ
ざ
わ
た
し
の
家
に
み
え
ま
し
た
。
通
訳
や
友
人
た
ち
が
数
人
同
席
し
た
の
に
、
内
山

さ
ん
は
中
国
語
で
わ
た
し
と
話
し
こ
ん
だ
の
で
す
。
戯
曲
を
も
ち
出
し
て
わ
た
し
に
い
く
つ
か
の
問
題
を
提
起
さ
れ
る
、
わ
た
し
は

自
分
の
意
見
を
話
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
戯
曲
の
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
個
性
に
つ
い
て
等
々
。
わ
た
し
の
戯
曲
は
も
と

も
と
長
す
ぎ
る
の
で
す
。「
日
の
出
」
を
書
い
た
の
は
、
も
う
四
十
五
年
も
ま
え
の
こ
と
、
当
時
の
中
国
の
観
客
は
長
い
こ
と
を
い

や
が
ら
ず
、
芝
居
の
密
度
が
濃
け
れ
ば
、
上
演
時
間
が
長
い
の
を
歓
迎
さ
え
し
ま
し
た
。
切
符
代
は
高
い
か
ら
、
芝
居
が
短
い
と
勘

定
が
合
わ
な
い
の
で
す
。
い
ま
で
は
時
間
の
観
念
が
つ
よ
く
時
代
の
テ
ン
ポ
も
早
く
な
っ
た
の
で
戯
曲
の
カ
ッ
ト
の
問
題
は
と
て
も

重
要
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ッ
ト
の
よ
し
あ
し
は
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
こ
に
演
出
家
の
才
能
が
見
て
と
れ
ま
す
。
戯マ

マ

作
家
た

る
も
の
だ
れ
し
も
自
分
の
作
品
を
愛
惜
し
ま
す
が
、
わ
た
し
の
戯
曲
は
演
出
家
に
よ
る
カ
ッ
ト
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。



一
八
八

そ
の
日
、
内
山
さ
ん
は
刊
行
さ
れ
た
戯
曲
の
誤
記
を
、
引
用
し
た
『
旧
約
聖
書
』
の
章
の
数
字
や
、
人
物
の
登
場
位
置
な
ど
、
お

よ
そ
十
数
カ
所
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
内
山
さ
ん
は
「
日
の
出
」
の
日
本
語
訳
台
本
を
、
わ
た
し
は
過
去
と
現
在
の
版
本
を
対
照
し

ま
す
。
は
た
し
て
ご
指
摘
の
と
お
り
で
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
長
年
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
て
き
た
友
だ
ち
同
士
の
よ
う
に
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
内
山
さ
ん
を
と
お
し
て
、
日
本
の
芸
術
家
の
一
糸
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
責
任
感

を
見
て
と
り
ま
し
た
。（
以
下
略
）

内
山
が
、「
民
芸
の
『
日
の
出
』
を
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
誘
っ
た
の
に
対
し
て
、
曹
禺
は
「
来
年
日
本
へ
行
け
と
み
ん
な
か

ら
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
自
分
と
し
て
は
も
う
二
度
も
行
っ
て
い
る
し
、
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
か
ら
た
ぶ
ん
来
年
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
」
と

答
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
曹
禺
は
翌
一
九
八
二
年
十
月
、
中
国
戯
劇
家
代
表
団
の
団
長
と
し
て
来
日
し
、
内
山
を
含
む
日
本
の
演
劇
人

と
旧
交
を
温
め
た
。

全
二
十
頁
か
ら
な
る
『
日
の
出
』
公
演
パ
ン
フ
は
、「
作
者
の
こ
と
ば
」
の
あ
と
、
竹
内
実
（
当
時
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教

授
）
の
「
曹
禺
に
つ
い
て
」、
内
山
鶉
の
「
北
京
を
訪
ね
て
」
に
続
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
キ
ャ
ス
ト
の
一
覧
が
あ
る
。
以
下
、
再
録
し
て

お
こ
う
。

ス
タ
ッ
フ

作　
　
　
　
　

曹
禺

訳
・
演
出　
　

内
山
鶉

装
置
・
衣
裳　

畑
野
一
恵

照
明　
　
　
　

河
野
竜
夫

効
果　
　
　
　

山
本
泰
敬

演
出
助
手　
　

小
川
幹
雄　

中
島
裕
一
郎



一
八
九

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

照
明
助
手　
　

太
田
盛
彦

京
劇
指
導　
　

潘
小
菊　

山
下
輝
彦

キ
ャ
ス
ト

陳
白
露　
　
　
　
　
　
　

真
野
響
子

方
達
生　
　
　
　
　
　
　

西
川
明

張
ジ
ョ
ー
ジ　
　
　
　
　

三
浦
威

王
福
升　
　
　
　
　
　
　

杉
本
孝
次

潘
月
亭　
　
　
　
　
　
　

大
森
義
夫

顧
夫
人　
　
　
　
　
　
　

入
江
杏
子

李
石
清　
　
　
　
　
　
　

小
沢
弘
治

李
夫
人　
　
　
　
　
　
　

前
田
光
子

黄
省
三　
　
　
　
　
　
　

長
浜
藤
夫

黒
三　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
田
則
夫

胡
四　
　
　
　
　
　
　
　

山
吉
克
昌

チ
ビ
（
小
翠
）　　
　
　

 

小
牧
ゆ
う

翠
喜　
　
　
　
　
　
　
　

箕
浦
康
子

小
順
子　
　
　
　
　
　
　

松
田
史
朗

即
興
唄
を
う
た
う
乞
食　

山
本
邦
彦

京
劇
を
う
た
う
流
れ
者　

角
谷
栄
次

新
聞
売
り　
　
　
　
　
　

茂
木
繁



一
九
〇

劉
嬢　
　
　
　
　
　
　
　

岸
野
佑
香

董
夫
人　
　
　
　
　
　
　

篠
原
宏
子

黒
三
の
女　
　
　
　
　
　

梅
津
文
江

パ
ン
フ
は
こ
の
あ
と
、「
か
い
せ
つ
」
と
「
あ
ら
す
じ
」、
村
上
慧
（
当
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
ド
ラ
マ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
に
よ
る
真
野
響
子

の
紹
介
、
民
芸
の
女
優
・
日
色
と
も
え
に
よ
る
出
演
者
の
紹
介
、
舞
台
写
真
、
そ
し
て
戌
井
市
郎
（
文
学
座
の
演
出
家
）
に
よ
る
回
想
文

「
一
九
五
七
年
の
『
日
の
出
』」
を
掲
載
し
て
い
る
。
戌
井
は
一
九
五
七
年
の
訪
中
時
、
上
海
人
民
芸
術
劇
院
の
『
日
の
出
』
を
観
た
と
い

う
。
ま
た
、
戌
井
は
こ
の
文
章
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
発
言
を
し
て
い
る
。

『
日
の
出
』
は
上
海
で
見
た
。
同
じ
作
者
の
『
北
京
人
』
と
『
雷
雨
』
を
北
京
で
見
た
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、
上
海
を
舞
台
に
し

た
と
思
わ
れ
る
『
日
の
出
』
を
そ
こ
で
見
ら
れ
る
な
ん
て
思
い
が
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品

を
訪
中
の
二
、
三
年
前
に
読
ん
で
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
芥
川
比
呂
志
が
文
学
座
に
い
た
頃
で
、
彼
が
あ
る
時
、
奥
野
信
太
郎
氏
か
ら

上
演
を
す
す
め
ら
れ
た
と
言
っ
て
、
劇
団
の
企
画
会
議
に
も
ち
こ
ん
だ
の
が
『
日
の
出
』
だ
っ
た
。
そ
れ
が
奥
野
氏
の
訳
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
失
念
し
た
が
、
か
な
り
分
厚
い
原
稿
用
紙
は
二
百
枚
以
上
は
あ
っ
た
ろ
う
か
。
作
者
の
曹
禺
氏
の
こ
と
を
芥
川
君
は
中

国
の
チ
ェ
ホ
フ
だ
と
言
っ
て
紹
介
し
た
。
し
か
し
文
学
座
で
は
上
演
は
見
送
ら
れ
た
。

な
ん
と
文
学
座
で
『
日
の
出
』
を
上
演
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
だ
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
奥
野
信
太
郎
と
佐
藤
一
郎
の
共
訳
に
よ
る

『
日
の
出
』
は
、
一
九
五
四
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
初
の
邦
訳
だ
っ
た
。
も
し
文
学
座
で
上
演
さ
れ
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
舞
台

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

劇
団
民
芸
の
『
日
の
出
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
劇
評
が
残
っ
て
い
る
。



一
九
一

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

真
野
響
子
（
陳
白
露
）
は
、
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
の
大
ス
タ
ー
と
し
て
の
先
入
感マ
マ

に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
、
主
役
と
し
て
の
演
技
力
に
不

安
を
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
美
女
は
、
第
一
幕
で
高
級
娼
婦
の
役
柄
を
、
い
さ
さ
か
固
く
な
り
な
が
ら
も
力
演
し
ま
し
た
。

た
だ
、
終
幕
で
、
死
へ
迫マ

マ

い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
状
態
の
必
然
性
が
弱
く
、
こ
の
点
は
脚
本
と
演
出
に
、
何
ら
か
の
伏
線
を
張
る
細
や
か

さ
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

脇
役
陣
は
ベ
テ
ラ
ン
の
大
森
義
夫
を
は
じ
め
、
全
員
中
国
人
の
柄
を
よ
く
舞
台
に
と
け
こ
ま
せ
、
こ
の
時
代
の
描
写
を
、
浮
び
あ

が
ら
せ
、
成
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
（
（1
（

。

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
対
す
る
不
満
は
、
別
の
劇
評
に
も
見
ら
れ
る
。

チ
ビ
の
死
は
そ
れ
な
り
に
納
得
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
白
露
の
死
は
何
と
し
て
も
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
舞
台
か
ら
受
け
と
る

限
り
で
は
、
今
日
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
お
金
が
な
い
か
ら
だ
と
し
か
思
え
な
い
が
、
そ
の
程
度
の
こ
と
で
死
を
選
ぶ
白
露
で
あ

る
と
は
、
そ
れ
迄
の
流
れ
か
ら
は
想
像
出
来
な
い
。
白
露
を
中
心
に
進
ん
で
来
た
舞
台
で
あ
る
だ
け
に
、
全
て
が
そ
の
一
点
に
凝
縮

さ
れ
、
死
を
賭
し
て
ま
で
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
が
理
解
さ
れ
て
こ
そ
、
幕
が
下
り
た
後

で
、
彼
女
や
彼
女
を
め
ぐ
る
人
達
の
生
活
が
、
よ
り
い
き
い
き
と
観
客
の
心
に
甦
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
（1
（

。

王
福
升
が
勘
定
書
き
を
持
っ
て
く
る
、
張
ジ
ョ
ー
ジ
に
借
金
を
申
し
込
む
が
体
よ
く
断
ら
れ
る
と
い
う
流
れ
の
あ
と
で
、
陳
白
露
は
自

殺
す
る
わ
け
だ
が
、
彼
女
の
絶
望
の
理
由
は
決
し
て
金
銭
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
こ
の
説
明
が
弱
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
実
は
中

国
で
も
、
同
様
の
反
応
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
北
京
人
民
芸
術
劇
院
版
で
は
黒
三
が
登
場
し
、
破
産
し
た
潘
頭
取
に
代
わ
っ
て
金
八
が
彼
女

の
パ
ト
ロ
ン
に
な
る
と
い
う
将
来
が
暗
示
さ
れ
る
。
最
初
の
劇
評
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
は
も
う
女
優
の
演
技
力
で
は
な
く
、
脚
本
と
演

出
の
問
題
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
劇
評
も
、
俳
優
の
演
技
を
高
く
評
価
す
る
一
方
、
演
出
に
厳
し
か
っ
た
。



一
九
二

演
出
も
担
当
し
た
内
山
は
、
俳
優
た
ち
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
巧
み
に
利
用
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
な
舞
台
作
り
に
徹
し
て
い
る
。
し

か
し
、
白
露
の
悲
劇
に
傾
斜
し
す
ぎ
た
こ
と
、
頭
取
を
好
人
物
に
扱
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ど
こ
か
き
れ
い
事
の
悲
劇
と
い
う
形
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
に
翻
ろ
う
さ
れ
る
人
々
の
虚
し
さ
を
、
も
っ
と
前
面
に
押
し
出
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

一
度
も
登
場
し
な
い
金
八
（
チ
ン
・
バ
ー
）
と
い
う
黒
幕
の
人
物
像
も
、
も
う
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。

演
技
陣
は
そ
れ
ぞ
れ
に
熱
演
し
て
お
り
、
長
浜
、
娼
婦
役
の
箕
浦
が
好
演
。
ま
た
真
野
は
十
分
に
気
品
を
た
た
え
、
と
く
に
終
幕

で
は
よ
う
艶
な
美
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
た
（
（1
（

。

最
後
に
、
四
十
年
前
に
こ
の
公
演
を
観
た
筆
者
自
身
の
記
憶
を
た
ど
れ
ば
、
全
体
と
し
て
悪
く
な
い
舞
台
だ
っ
た
と
思
う
。
真
野
響
子

に
は
確
か
に
華
が
あ
っ
た
し
、
自
殺
に
至
る
ラ
ス
ト
も
、
そ
う
と
知
っ
て
い
る
せ
い
か
、
不
自
然
に
は
感
じ
な
か
っ
た
。

四　

劇
団
天
地
に
よ
る
上
演
（
二
〇
〇
三
年
）

福
岡
の
劇
団
天
地
が
二
〇
〇
三
年
に
『
日
の
出
』
を
上
演
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
が
現

時
点
で
直
近
の
日
本
に
お
け
る
『
日
の
出
』
公
演
だ
と
思
わ
れ
る
。

劇
団
天
地
は
二
〇
〇
〇
年
に
、
演
出
家
の
プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム
が
西
田
順
次
（
西
田
か
げ
る
）
ら
の
協
力
を
得
て
、
福
岡
で
設
立
し

た
劇
団
で
あ
る
。
多
国
籍
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
名
作
劇
を
上
演
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
原
大
介

が
代
表
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
や
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
な
ど
を
演
目
に
取
り
入
れ
、
公
演
を
続
け
て
い
る
。

プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム
は
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
出
身
。
デ
リ
ー
大
学
で
生
物
学
を
専
攻
す
る
か
た
わ
ら
、
在
学
中
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団

に
所
属
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
に
国
費
留
学
生
と
し
て
北
京
師
範
大
学
へ
留
学
し
、
翌
年
、
中
央
戯
劇
学
院
導
演
系
（
演
出
学
部
）
に

移
る
。
一
九
九
六
年
、
同
学
院
の
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
演
劇
活
動
を
経
て
、
一
九
九
九
年
に
来
日
。
日

本
語
教
室
の
担
当
教
員
だ
っ
た
西
田
順
次
と
意
気
投
合
し
、
翌
年
の
劇
団
天
地
設
立
に
至
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
仕
事
の
関
係
で
福
岡
を



一
九
三

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

離
れ
た
あ
と
、
東
京
で
小
規
模
な
公
演
を
行
っ
た
が
、
現
在
は
演
劇
活
動
を
休
止
中
だ
と
い
う
（
（1
（

。

劇
団
天
地
の
『
日
の
出
』
は
第
四
回
公
演
の
演
目
だ
っ
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
第
一
回
公
演
は
『
火
中
之
花
』（
曹
禺
作
『
雷
雨
』

を
改
編
）、
第
二
回
公
演
は
『
ア
シ
ャ
ー
ダ
月
の
一
日
』（
イ
ン
ド
の
モ
ハ
ン
・
ラ
ケ
ー
シ
ュ
作
）、
第
三
回
公
演
は
『
カ
ブ
ー
ル
か
ら
来

た
男
』（
タ
ゴ
ー
ル
原
作
『
カ
ブ
リ
ワ
ラ
』）
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、『
火
中
之
花
』
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。

プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム
は
、
中
央
戯
劇
学
院
時
代
に
多
く
の
演
劇
活
動
を
展
開
し
、
主
演
、
脚
本
、
演
出
を
つ
と
め
て
い
る
。
特
に
、

一
九
九
六
年
に
上
演
し
た
『
蘩
漪
驚
魂
』
は
、
曹
禺
の
『
雷
雨
』
を
改
編
し
た
作
品
だ
っ
た
。
ニ
ガ
ム
は
事
前
に
曹
禺
と
面
談
の
機
会
を

得
て
、
脚
色
上
演
の
許
可
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
劇
団
天
地
の
旗
揚
げ
公
演
の
際
に
も
、
こ
の
思
い
入
れ
の
強
い
作
品
を
取
り

上
げ
、『
火
中
之
花
』
と
改
題
し
て
上
演
し
た
の
だ
っ
た
（
二
〇
〇
一
年
三
月
十
日
、
十
一
日
、
博
多
市
民
セ
ン
タ
ー
）。
当
時
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
こ
の
作
品
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

原
作
は
中
国
話
劇
界
が
得
た
最
初
の
最
も
優
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
と
さ
れ
、
資
本
家
と
労
働
者
の
対
立
な
ど
社
会
的
な
要
素
も

含
ま
れ
た
写
実
的
な
作
品
で
す
が
、
作
者
本
来
の
意
図
を
汲
み
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
フ
ァ
ン
イ
ー
と
い
う
女
性
の
内
心
世
界

に
焦
点
を
当
て
、〝
表
現
主
義
・
象
徴
主
義
〟
の
手
法
で
制
作
し
た
の
が
「
火
中
之
花
」
で
す
。

『
雷
雨
』
の
蘩
漪
は
作
者
・
曹
禺
が
最
大
限
の
同
情
と
尊
敬
の
念
を
捧
げ
た
人
物
で
、
近
年
は
中
国
に
お
け
る
上
演
で
も
彼
女
を
中
心

に
据
え
る
演
出
が
主
流
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ガ
ム
の
脚
色
の
方
向
性
は
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
次
に
選
ん
だ
演
目
が

陳
白
露
の
悲
劇
を
描
く
『
日
の
出
』
だ
っ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
ニ
ガ
ム
は
曹
禺
の
三
作
品
『
雷
雨
』『
日
の
出
』『
北
京
人
』
に
登
場

す
る
女
性
た
ち
に
、
共
通
す
る
も
の
を
見
て
い
た
よ
う
だ
。

劇
団
天
地
第
四
回
公
演
『
日
の
出
』
は
、
二
〇
〇
三
年
十
月
十
一
日
、
十
二
日
、
十
三
日
に
福
岡
の
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
二
十
三
名
の
演
者
の
ほ
か
、
楽
曲
の
演
奏
者
や
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る
と
五
十
名
ほ
ど
が
か
か
わ
り
、
初
期
の
公
演
の
中
で
は
最
大
規

模
の
も
の
だ
っ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
配
役
、
ス
タ
ッ
フ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



一
九
四

配
役

陳
白
露　
　
　
　

 

田
中
奈
保
子

方
達
生　
　
　
　

 

高
橋
克
昌

王
福
昇　
　
　
　

 

下
田
和
弘

潘
月
亭　
　
　
　

 

荒
井
孝
彦

張
喬
治　
　
　
　

 
山
口
隆
幸

小
東
西
（
チ
ビ
）　

松
村
な
お
み　

福
間
の
の
こ

黒
三　
　
　
　
　

 
寿
大
砲

女　
　
　
　
　
　

 

魏
娟

陳
白
露
（
幼
時
）　

伊
藤
仁
美

方
達
生
（
幼
時
）　

清
水
亨
介

黄
省
三　
　
　
　

 

松
村
秀
豊

顧
夫
人　
　
　
　

 

原
大
介

胡
四　
　
　
　
　

 

豆
玉
小
姓

李
石
清　
　
　
　

 

泉
義
敏

李
夫
人　
　
　
　

 

ニ
ガ
ム
ヤ
ヨ
イ

翠
喜　
　
　
　
　

 

上
野
嘉
余
子

小
順
子　
　
　
　

 

西
田
か
げ
る

遊
客　
　
　
　
　

 

山
野
祐
作　

三
原
宏
史　

長
尾
大
樹

妓
女　
　
　
　
　

 

魏
娟　

馮
愛
慧



一
九
五

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

ス
タ
ッ
フ

企
画
・
脚
色
・
演
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム

制
作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
田
か
げ
る　

荒
井
孝
彦

大
道
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
義
敏

照
明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
江
昭
治

音
響　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
悠
紀
子

脚
本
翻
訳
・
衣
裳
・
各
種
印
刷
物
デ
ザ
イ
ン　

ニ
ガ
ム
ヤ
ヨ
イ

演
奏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
強　

高
橋
裕
司　

長
島
秀
幸　

長
嶺
康
明

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Randall Pennington　

魏
娟

演
出
上
の
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
シ
ー
ン
で
、
生
バ
ン
ド
の
演
奏
と
と
も
に
陳
白
露
が
華
や
か
に

歌
い
踊
り
な
が
ら
登
場
。
さ
ら
に
、
そ
の
姿
を
見
て
驚
い
た
方
達
生
が
彼
女
の
昔
の
名
前
を
呼
ぶ
と
、
場
面
は
二
人
の
子
供
時
代
に
切
り

替
わ
る
。
第
二
幕
で
は
、
顧
夫
人
と
陳
白
露
、
李
石
清
と
李
夫
人
、
お
よ
び
李
石
清
と
黄
省
三
の
や
り
取
り
が
交
互
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
と
い
う
工
夫
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
東
西
と
陳
白
露
の
自
殺
と
い
う
厳
粛
な
シ
ー
ン
に
、
敢
え
て
外
界
の
騒
々
し
さ
を
示
す
ダ
ン

ス
を
加
え
て
、
対
比
の
効
果
を
出
し
た
と
い
う
。

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
主
役
の
陳
白
露
を
演
じ
た
田
中
奈
保
子
は
当
時
、
中
学
二
年
生
（
十

四
歳
）
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
。
ニ
ガ
ム
弥
生
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

白
露
の
設
定
は
二
十
三
歳
で
し
た
の
で
、
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
練
習
が
進
む
に
つ
れ
、
彼
女
が
は
ま
り

役
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
は
き
は
き
し
た
性
格
、
大
人
を
前
に
し
て
も
物
お
じ
し
な
い
と
こ
ろ
、
カ
ン
の
よ
さ
が
白
露
の

イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
た
の
で
す
。
何
も
知
ら
ず
た
ま
た
ま
舞
台
を
観
に
来
ら
れ
た
中
学
校
の
担
任
の
先
生
が
、
彼
女
が
主
役
を
演
じ



一
九
六

て
い
る
こ
と
に
大
変
驚
か
れ
た
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
で
す
が
、
小
東
西
（
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
）
の
二
人
は
中
三
で
し
た
。
実
は
小
東
西
の
ほ
う
が
白
露
よ
り
年
上
だ
っ
た
わ

け
で
す
（
（1
（

。

ニ
ガ
ム
弥
生
は
脚
本
翻
訳
、
衣
裳
な
ど
の
ほ
か
、
李
夫
人
役
も
つ
と
め
、
八
面
六
臂
の
活
躍
だ
っ
た
よ
う
だ
。
脚
本
の
作
り
方
も
独
特

で
、
ま
ず
プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム
が
中
国
語
で
手
書
き
の
本
を
作
り
、
そ
れ
を
ニ
ガ
ム
弥
生
が
日
本
語
に
訳
し
て
脚
本
の
形
に
し
た
の
だ

と
い
う
。
劇
団
天
地
は
確
か
に
、
国
際
的
で
あ
る
と
同
時
に
家
族
的
な
組
織
だ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
公
演
を
観
た
数
少
な
い
一
人
の
劇
評
が
ウ
ェ
ブ
上
に
残
っ
て
い
る
。「
福
岡
演
劇
の
今
」
と
い
う
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
た
薙
野

信
喜
の
「
な
ん
と
な
く
見
せ
ら
れ
て
し
ま
う　
【
日
の
出
（
天
地
）】」（
十
月
十
三
日
観
劇
）
で
あ
る
。

問
題
点
は
多
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
り
、
結
末
も
途
中
か
ら
見
え
て
し
ま
う
の
に
、
そ
れ
で
も
最
後
ま
で
見
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
三
時
間

を
超
え
る
上
演
時
間
だ
か
ら
途
中
ウ
ト
ウ
ト
す
る
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
何
と
な
く
気
に
な
っ
て
見
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
。（
中
略
）

演
出
は
大
き
な
構
想
よ
り
も
、
ご
く
素
直
に
戯
曲
に
向
き
合
っ
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
こ
と
を
て
い
ね
い
に
掘
り
起
こ
し
て
舞
台

に
か
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
、
熱
意
と
か
工
夫
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
何
か
と
気
に
な
り
、
つ

い
見
て
し
ま
う
。

リ
ア
リ
ズ
ム
作
品
で
あ
る
こ
の
戯
曲
を
読
み
解
き
形
象
化
し
よ
う
と
い
う
意
欲
は
、
俳
優
の
レ
ベ
ル
が
低
く
ム
ラ
が
あ
る
た
め
に

十
分
に
は
実
現
さ
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
こ
の
戯
曲
の
骨
格
の
部
分
は
少
し
感
じ
と
れ
て
も
、
ご
く
自
然
な
日
常
生
活
の
機
微
な
ど

と
て
も
表
現
で
き
な
い
。

言
葉
の
す
わ
り
の
悪
さ
と
テ
ン
ポ
の
悪
さ
が
気
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
演
出
家
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
し
か
た
の

な
い
こ
と
だ
ろ
う
か
（
（1
（

。



一
九
七

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

率
直
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
舞
台
の
雰
囲
気
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
日
本
に
お
け
る
四
種
類
の
『
日
出
』
上
演
の
経
緯
を
詳
述
し
た
。

ま
ず
、
一
九
三
七
年
の
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
上
演
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
雷
雨
』
と
同
様
に
本
格
的
な
作
品
上
演
が
日
本
で
行
わ
れ

た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
こ
の
上
演
が
「
中
華
国
際
戯
劇
協
進
会
」
の
第
三
回
公
演
で
あ
る
こ
と
も
確

定
で
き
た
。

日
本
の
三
劇
団
の
公
演
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
っ
た
く
異
な
る
時
代
背
景
の
中
で
行
わ
れ
た
。
一
九
五
八
年
の
劇
団
稲
の
会
公
演
は
、
ま

だ
国
交
の
な
い
時
代
で
、
当
時
の
演
劇
人
の
新
中
国
へ
の
強
い
連
帯
感
が
底
流
に
あ
る
。
一
九
八
一
年
の
劇
団
民
芸
公
演
は
、
国
交
回
復

後
の
日
中
友
好
ム
ー
ド
の
中
で
実
現
し
た
。
二
〇
〇
三
年
の
劇
団
天
地
公
演
は
、
多
様
な
地
方
小
劇
団
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
間
に
日
本
で
公
刊
さ
れ
た
曹
禺
の
原
作
『
日
出
』
の
翻
訳
は
、
一
部
前
述
し
た
よ
う
に
、
以
下
の
四
種
が
あ
る
。

①　

奥
野
信
太
郎
・
佐
藤
一
郎
訳
『
日
出
』、『
現
代
中
国
文
学
全
集
』
第
十
三
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
十
二
月

②　

松
枝
茂
夫
訳
『
日
の
出
』、『
中
国
現
代
文
学
選
集
』
第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
六
二
年
六
月

③　

内
山
鶉
訳
『
日
の
出
』、『
悲
劇
喜
劇
』
一
九
八
二
年
一
月
号
～
二
月
号

④　

中
山
文
訳
『
日
の
出
』、『
中
国
現
代
戯
曲
集
』
第
八
集
、
晩
成
書
房
、
二
〇
〇
九
年
八
月

こ
の
う
ち
、
③
の
翻
訳
が
圧
縮
さ
れ
て
劇
団
民
芸
の
上
演
台
本
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
一
方
、
①
②
そ
し
て
④
も
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
、
上
演
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
は
読
む
戯
曲
と
し
て
、
日
本
の
読
者
に
提
供
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ



一
九
八

う
。こ

こ
で
改
め
て
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
を
中
心
に
多
く
の
劇
団
が
上
演
し
た
『
雷
雨
』、
ま
た
数
は
少
な
い
が
日
本
の
劇
団
が
上
演

し
た
『
原
野
』『
蛻
変
』『
明
朗
的
天
（
明
る
い
空
）』
な
ど
も
含
め
て
、
全
面
的
な
比
較
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
紙
幅
が
尽
き

た
。
関
係
資
料
も
、
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

注

（
1
）　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
つ
い
て
筆
者
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
に
天
津
で
開
催
さ
れ
た
『
雷
雨
』
誕
生
八
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「『
雷

雨
』
在
日
本
（
日
本
に
お
け
る
『
雷
雨
』）」
と
題
す
る
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
論
文
は
『
戯
劇
芸
術
』
二
〇
一
四
年
第
一
期
に
掲

載
、
の
ち
に
『
雷
雨
八
十
年
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、「
一
九
三
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
中
国
人
留
学
生
の
演
劇
活
動
」（『
人
文
研
紀
要
』
第
四
十
二
号
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）

に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）　

秋
田
雨
雀
「
日
本
に
於
け
る
支
那
現
代
劇
」（
二
）、『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
五
年
十
二
月
二
十
二
日
。

（
4
）　

小
谷
一
郎
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
人
日
本
留
学
生
の
演
劇
活
動
再
考
」（
一
）
～
（
十
九
）、『
中
国
文
芸
研
究
会
会
報
』
第
四
〇
八
号

～
四
三
八
号
、
二
〇
一
五
年
十
月
～
二
〇
一
八
年
四
月
。

（
5
）　

鈴
木
直
子
「
留
日
し
た
舞
台
美
術
家
呉
剣
声
に
つ
い
て
」、『
演
劇
研
究　

演
劇
博
物
館
紀
要
』
第
三
十
九
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
。

（
6
）　
『
秋
田
雨
雀
日
記
』
第
三
巻
「
一
九
三
五
年
十
一
月
六
日
」、
未
来
社
、
一
九
六
六
年
二
月
。

（
7
）　

杜
宣
「
左
聯
領
導
下
的
東
京
留
日
学
生
的
文
芸
活
動
片
断
」、『
魯
迅
研
究
資
料
』
第
六
輯
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
十
月
。

（
8
）　

鳳
子
「
重
訪
〝
一
橋
講
堂
〟」、『
人
民
戯
劇
』
一
九
八
一
年
第
七
期
。

（
9
）　

鳳
子
「
雑
憶
東
京
之
旅
」、『
旅
途
的
宿
站
』、
三
聯
書
店
香
港
分
店
、
一
九
八
五
年
五
月
。

（
10
）　

秋
田
雨
雀
「
東
京
で
演
ぜ
ら
れ
た
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
演
劇
」、『
婦
人
之
友
』
一
九
三
七
年
五
月
号
。

（
11
）　

内
山
鶉
「
台
本
と
演
出
に
つ
い
て
」、『
大
阪
労
演
』
第
三
九
三
号
、
一
九
八
二
年
三
月
。

（
12
）　

真
野
響
子
「
や
り
が
い
の
あ
る
名
作
『
日
の
出
』
の
舞
台
」、『
日
中
文
化
交
流
』
第
三
一
二
号
、
一
九
八
二
年
一
月
。

（
13
）　

水
野
鉄
男
「
劇
団
民
芸
『
日
の
出
』
に
つ
い
て
」、『
幕
』
第
七
号
、
一
九
八
二
年
。



一
九
九

日
本
に
お
け
る
曹
禺
『
日
出
』
の
上
演
に
つ
い
て
（
飯
塚
）

（
14
）　

八
橋
卓
「〝
生
活
〟
へ
の
認
識
と
愛
情　

民
芸
『
日
の
出
』」、『
テ
ア
ト
ロ
』
第
四
八
八
号
、
一
九
八
二
年
二
月
。

（
15
）　

城
「
リ
ア
ル
な
舞
台
づ
く
り
」、『
毎
日
新
聞
』（
夕
刊
）
一
九
八
一
年
十
二
月
十
四
日
。

（
16
）　

劇
団
天
地
と
プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム
氏
に
つ
い
て
、
ま
た
後
述
す
る
『
日
の
出
』
公
演
に
つ
い
て
は
、
ニ
ガ
ム
弥
生
氏
か
ら
数
多
く
の
ご
教
示
を

い
た
だ
い
た
。
ニ
ガ
ム
弥
生
氏
は
福
岡
の
専
門
学
校
で
中
国
語
を
学
ん
だ
あ
と
、
一
九
九
二
年
に
中
央
戯
劇
学
院
に
留
学
、
プ
ラ
デ
ィ
プ
・
ニ
ガ
ム

氏
と
知
り
合
い
、
学
生
結
婚
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
演
劇
活
動
を
と
も
に
し
て
い
る
。

（
17
）　

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
日
、
ニ
ガ
ム
弥
生
氏
か
ら
筆
者
あ
て
の
メ
ー
ル
に
よ
る
。

（
18
）　http://f-e-now

.ciao.jp/20031006.htm
l

（
二
〇
二
二
年
八
月
三
十
日
、
最
終
確
認
）。


